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令
和
元
年
十
二
月
十
六
日

第
十
一
号

ま

め

び

と

岩
國
白
蛇
神
社
崇
敬
会
会
報

◎
今
年
度
に
斎
行
さ
れ
た
祭
典
・
行
事

【
月
次
祭
】
四
月
～
十
一
月(

月
二
回

）

※
参
列
者
の
延
べ
人
数
は
百
五
十
九
名
で
し
た
。

【
四
月
】

第
九
回
総
代
会
（
二
十
日
、
十
四
名

）
・
子
ど

も
の
集
ひ
（
二
十
七
日
、
三
十
五
名
）
・
昭
和

祭(

二
十
九
日
、
六
名
）
・
天
皇
陛
下
御
譲
位
御

安
泰
祈
願
祭
（
三
十
日
）

【
五
月
】
令
和
元
年

天
皇
陛
下
御
即
位
奉
祝
祭
（
一
日
、
三
名
）

今
津
山
手
繁
栄
祈
願
祭(

十
九
日
）

今
津
山
手
し
ろ
へ
び
祭(

十
九
日
）

【
六
月
】

夏
越
し
大
祓(

三
十
日
、
十
七
名
）

【
七
月
】

白
蛇
神
社
崇
敬
会
役
員
会(

十
三
日
、
七
名
）

【
八
月
】

大
掃
除(

十
一
日
）
・
白
蛇
供
養
祭(

十
六
日
）

※
保
存
会
主
催

【
十
月
】

マ
ウ
ス
供
養
祭(

十
二
日
）
※
保
存
会
主
催

神
宮
神
嘗
奉
祝
祭
（
十
七
日
）
・
天
皇
陛
下
御

即
位
奉
告
祭
（
二
十
二
日
）

【
十
一
月
】

明
治
祭
（
三
日
、
十
六
名
）
・
大
嘗
祭
当
日

祭(

十
四
日
、
七
名
）
・
御
製
碑
設
置
（
三
十

日
）

【
十
二
月
】

御
製
碑
設
置
場
所
地
鎮
祭
（
三
日
）
・
大
掃
除

(

八
日
）･

例
祭(

十
六
日
、
五
十
七
名
）
・
年

越
大
祓(

三
十
一
日
）

【
一
月
】
※
予
定

歳
旦
祭
（
一
日
）
・
元
始
祭
（
三
日
）

【
二
月
】
※
予
定

節
分
祭
（
三
日
）
・
紀
元
節
祭
（
十
一
日
）

祈
年
祭
（
十
七
日
）
・
天
長
節
祭
（
二
十
三

日
）
・
ひ
な
祭
（
二
十
九
日
）

【
三
月
】

東
日
本
大
震
災
復
興
祈
願
祭
（
十
一
日
）

【
子
供
の
集
ひ
】
四
月
二
十
七
日

端
午
の
節
句
を
前
に
、
約
三
十
名
の
子
供
達
の

参
列
を
得
て
、
御
神
前
に
健
や
か
な
成
長
と
勧
学

を
祈
願
し
ま
し
た
。
奉
納
は
「
朝
日
舞
」
を
小
学

生
男
子
が
舞
納
め
ま
し
た
。

祭典後はミニ鯉のぼり

をつくりました。

【
大
嘗
祭
当
日
祭
】

十
一
月
十
四
日

天
皇
陛
下
御
即
位
の
一
連
の
行
事
で
最
も
重
要
な

祭
事
が
大
嘗
祭
で
す
。
皇
居
の
東
御
苑
に
臨
時
に
建

て
ら
れ
た
大
嘗
宮
に
お
い
て
十
四
日
の
夕
刻
か
ら
十

五
日
の
深
夜
に
か
け
て
の
神
事
に
併
せ
て
、
全
国
の

各
神
社
に
お
い
て
、
「
大
嘗
祭
当
日
祭
」
を
斎
行
す

る
こ
と
に
な
り
、
当
神
社
に
お
い
て
も
大
祭
と
し
て

実
施
し
ま
し
た
。
御
扉
開
扉
・
祝
詞
奏
上
・
奉
納
舞
、

そ
し
て
、
参
列
者
（
七
名
）
の
玉
串
奉
奠
と
続
き
、

皇
室
の
弥
栄
を
祈
念
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◎
来
年
度
（
令
和
二
年
度
）

※
予
定

【
四
月
】

昭
和
祭
（
二
十
九
日
）
・
総
代
会
（
未
定
）

【
五
月
】

端
午
の
節
句
祭
（
五
日
）
・
今
津
山
手
し
ろ

へ
び
祭
（
十
七
日
）

当神社の禰宜が「朝日舞」を奉納しま

した。（大嘗祭当日祭）
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【
六
月
】

夏
越
の
大
祓
（
三
十
日
）

【
七
月
】

七
夕
祭
・
雅
楽
と
神
楽
の
夕
べ
（
四
日
）
・

崇
敬
会
役
員
会
（
未
定
）

【
八
月
】

大
掃
除
（
九
日
）
・
白
蛇
供
養
祭
（
十
六
日
）

【
十
月
】

マ
ウ
ス
供
養
祭
（
十
日
）
・
神
宮
神
嘗
奉

祝
祭
（
十
七
日
）

【
十
一
月
】

明
治
祭
（
三
日
）
・
新
嘗
祭
（
二
十
三
日
）

【
十
二
月
】

大
掃
除
（
十
三
日
）
・
例
祭
（
十
六
日
）
・
年

越
大
祓
（
三
十
一
日
）

【
一
月
】

歳
旦
祭
（
一
日
）
・
元
始
祭
（
三
日
）

【
二
月
】

節
分
祭
（
三
日
）
・
紀
元
節
祭
（
十
一
日
）
・

祈
年
祭
（
十
七
日
）

【
三
月
】

雛
祭
（
三
日
）
・
東
日
本
大
震
災
復
興
祈
願

祭
（
十
一
日
）

［
今
年
の
七
月
六
日

に
行
は
れ
た
雅
楽
と

・
神
楽
の
夕
べ
に
は

多
く
の
方
々
が
参
集

さ
れ
、
拝
殿
は
大
賑

は

ひ

と

な

り

ま

し

た
。
］

■

令
和
二
年
の
月
次
祭

（
月
二
回
巳
の
日
、
九
時
半
よ
り
）

【

一
月
】

三
日
（
金
）
・
二
十
七
日
（
月
）

【

二
月
】

八
日
（
金
）
・
二
十
日
（
木
）

【

三
月
】

三
日
（
火
）
・
二
十
七
日
（
金
）

【

四
月
】

八
日
（
水
）
・
二
十
日
（
月
）

【

五
月
】

二
日
（
土
）
・
二
十
六
日
（
火
）

【

六
月
】

七
日
（
日
）
・
十
九
日
（
金
）

【

七
月
】

一
日
（
水
）
・
二
十
五
日
（
土
）

【

八
月
】

六
日
（
木
）
・
三
十
日
（
日
）

【

九
月
】

十
一
日
（
金
）
・
二
十
三
日
（
水
）

【

十
月
】

五
日
（
火
）
・
二
十
九
日
（
木
）

【
十
一
月
】

十
日
（
火
）
・
二
十
二
日
（
日
）

【
十
二
月
】

四
日
（
金
）
・
二
十
八
日
（
月
）

令
和
二
年
厄
年
表
（
数
え
年
）

【
男
性
】

二
十
五
歳
（
平
成
八
年
生
）

本
厄

四
十
二
歳
（
昭
和
五
十
四
年
生
）

六
十
一
歳
（
昭
和
三
十
五
年
生
）

【
女
性
】

十
九
歳
（
平
成
十
四
年
生
）

本
厄

三
十
三
歳
（
昭
和
六
十
三
年
生
）

三
十
七
歳
（
昭
和
五
十
九
年
生
）

当
神
社
で
の
厄
祓
祈
願
を
希
望
さ
れ
る
方
は

事
前
に
御
予
約
を
お
願
ひ
致
し
ま
す
。

祈
願
さ
れ
た
方
に
は
、

祈
祷
し
た
木
札
と
御
守
り･

撤
饌
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

【
「
神
社
本
庁
史
稿
」
解
説
】
（
六
）

（
Ⅶ
）
神
社
本
庁
の
功
績

【
靖
国
神
社
の
問
題
】

ー
公
式
参
拝
か
ら
「
Ａ
級
戦
犯
」
合
祀
問
題
に
ー

総
理
大
臣
の
靖
国
神
社
公
式
参
拝
は
そ
の
後
、
官

房
長
官
の
私
的
諮
問
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ
た
「
閣

僚
の
靖
国
神
社
参
拝
問
題
に
関
す
る
懇
談
会
」
に
よ

つ
て
示
さ
れ
た
憲
法
に
抵
触
し
な
い
公
式
参
拝
の
方

途
が
あ
る
と
す
る
報
告
書
を
受
け
、
一
応
解
決
を
見

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
中
曽
根
首
相
は
昭
和
六
十
年
八

月
十
五
日
、
公
式
参
拝
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
そ
の

参
拝
が
神
社
作
法
の
二
拝
二
拍
手
一
拝
で
は
な
く
、

一
礼
と
い
ふ
礼
儀
を
失
し
た
参
拝
方
式
で
し
た
。

手
水
も
せ
ず
、
お
祓
ひ
も
受
け
ず
に
で
す
が
、
首

相
の
公
式
参
拝
が
復
帰
し
た
こ
と
は
中
曽
根
首
相
の

功
績
と
云
へ
る
で
せ
う
。
し
か
し
、
こ
の
折
角
の
首

相
の
公
式
参
拝
が
こ
の
一
回
の
み
で
終
は
つ
て
し
ま

つ
た
こ
と
で
す
。
な
ぜ
続
け
な
か
つ
た
の
か
、
そ
れ

は
、
前
回
で
述
べ
ま
し
た
が
、
中
国
・
韓
国
が
「
Ａ

級
戦
犯
」
合
祀
を
理
由
に
執
拗
に
反
対
し
た
こ
と
に

あ
り
ま
す
。
外
圧
に
屈
し
て
し
ま
つ
た
か
ら
で
す
。

「
Ａ
級
戦
犯
」
の
合
祀
（
十
四
柱
）
は
昭
和
四
十

一
年
に
決
定
し
、
そ
し
て
、
昭
和
五
十
三
年
秋
の
例

大
祭
の
前
日
に
合
祀
さ
れ
ま
し
た
。
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

が
一
斉
に
合
祀
を
報
じ
た
の
は
昭
和
五
十
四
年
春
の

例
大
祭
の
直
前
で
し
た
。
時
の
大
平
首
相
は
勿
論
参

拝
し
ま
し
た
。
次
の
鈴
木
善
幸
首
相
、
中
曽
根
首
相

も
参
拝
し
ま
し
た
。
合
祀
が
世
の
人
々
の
知
る
と
こ

ろ
と
な
つ
て
か
ら
六
年
間
一
度
も
反
対
の
声
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
昭
和
六
十
年
八
月
十
五
日
以
降
、

中
国
が
突
如
と
し
て
反
対
の
声
明
を
出
し
た
の
で
す
。

大
平
首
相
・
鈴
木
首
相
の
時
に
反
対
せ
ず
、
な
ぜ

中
曽
根
首
相
の
時
に
、
そ
れ
も
昭
和
六
十
年
な
の
か
。

そ
れ
は
、
中
曽
根
首
相
と
親
交
が
深
か
つ
た
改
革
派

胡
耀
邦
総
書
記
を
追
ひ
落
と
す
た
め
で
あ
り
ま
し
た
。
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中
国
国
内
の
権
力
闘
争
に
利
用
さ
れ
た
の
で
し
た
。

以
来
、
公
式
参
拝
を
安
易
に
中
止
し
て
し
ま
つ
た
中

曽
根
首
相
の
行
為
は
今
日
ま
で
禍
し
て
ゐ
る
こ
と
は

周
知
の
こ
と
で
す
。

先
月
に
一
〇
一
歳
の
長
寿
を
全
ふ
し
た
中
曽
根
氏

の
功
績
は
様
々
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
一
点
だ
け
は
残

念
の
至
極
で
あ
り
ま
す
。

現
安
倍
首
相
に
お
い
て
も
、
残
念
な
が
ら
い
ま
だ

に
中
国
・
韓
国
の
反
発
に
気
兼
ね
し
て
、
靖
国
神
社

へ
の
公
式
参
拝
が
行
は
れ
て
ゐ
な
い
こ
と
は
、
痛
恨

の
極
み
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
が
史
上
最
長
の
座

と
な
つ
た
安
倍
首
相
の
汚
点
に
な
ら
な
い
こ
と
を
切

に
望
み
、
在
職
の
令
和
の
御
代
に
公
式
参
拝
を
実
現

す
る
こ
と
を
切
に
期
待
す
る
も
の
で
す
。

【
紀
元
節
復
活
運
動
】

ー
建
国
記
念
の
日
法
制
化
へ
む
け
て
ー

占
領
下
の
昭
和
二
十
三
年
に
「
国
民
の
祝
日
に
関

す
る
法
律
」
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
厳
し
い
干
渉
に
よ
つ
て
定

め
ら
れ
、
新
嘗
祭
・
神
嘗
祭
・
春
秋
の
皇
霊
祭･

明
治

節
な
ど
が
神
道
的
で
あ
る
と
い
ふ
理
由
に
よ
り
排
除

さ
れ
、
或
ひ
は
名
称
の
変
更
等
が
さ
れ
ま
し
た
。

紀
元
節
に
つ
い
て
は
、
国
民
世
論
の
九
十
％
以
上

が
存
続
を
希
望
し
、
祝
日
と
し
て
相
応
し
い
日
で
あ

る
と
の
認
識
で
、
当
初
は
原
案
に
入
つ
て
ゐ
ま
し
た

が
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
削
除
を
命
令
し
ま
し
た
。
神
武
天
皇

の
即
位
の
日
を
祝
日
に
入
れ
る
こ
と
が
神
道
指
令

に
反
す
る
と
い
ふ
理
由
で
し
た
。
神
話
に
基
づ
い
た

記
念
日
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
で
せ
う
。
よ
つ
て
、
国

家
誕
生
、
即
ち
建
国
の
日
が
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。神

社
本
庁
は
、
国
民
精
神
と
信
仰
を
護
る
た
め
に

は
、
紀
元
節
の
復
活
は
必
至
の
条
件
と
し
て
、
昭
和

二
十
六
年
十
二
月
、
「
二
月
十
一
日
を
建
国
記
念
日

と
す
る
国
民
運
動
を
全
神
社
界
一
丸
と
な
つ
て
起
す
」

と
の
総
長
談
話
を
発
表
し
ま
し
た
。
同
時
に
全
国
神

社
に
紀
元
節
祭
を
復
活
す
る
や
う
通
達
し
ま
し
た
。

翌
年
の
正
月
に
は
各
地
の
神
社
社
頭
に
お
い
て
紀

元
節
復
活
署
名
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
署

名
者
は
実
に
五
十
万
名
に
達
し
ま
し
た
。
神
社
界
が

国
民
大
衆
に
対
し
て
最
初
に
行
つ
た
運
動
で
し
た
。

し
か
し
、
国
民
の
圧
倒
的
な
支
持
を
得
な
が
ら
も
、

「
建
国
記
念
の
日
」
が
制
定
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
四

十
一
年
十
二
月
九
日
で
し
た
。
十
八
年
も
要
し
た
こ

と
を
考
へ
る
と
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
神
道
指
令
が
国
民
精
神

を
い
か
に
蝕
ん
で
ゐ
た
か
が
わ
か
り
ま
す
。

こ
の
神
社
界
の
運
動
は
、
後
に
『
神
道
政
治
連
盟
』

の
結
成
に
結
び
つ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

た
だ
一
つ
残
念
な
こ
と
は
、
こ
の
国
家
的
な
祝
日

を
政
府
主
催
に
お
い
て
実
施
し
て
ゐ
な
い
こ
と
で
す
。

ど
の
世
界
に
、
自
国
の
建
国
を
政
府
が
全
く
関
与
し

て
ゐ
な
い
国
が
あ
る
で
せ
う
か
。
不
思
議
な
国
と
な

つ
て
し
ま
ひ
ま
し
た
。
《
続
く
》

当神社の紀元節祭では「榊舞」と「名槍日

本号」の詩吟が奉納されました。

【
社
報
で
推
薦
し
た
図
書
一
覧
】

○
「
吉
田
松
陰

修
養
訓
」

川
口
雅
昭
著
、
致
知
出
版

○
「
か
み
さ
ま
の
お
は
な
し
」

藤
田
ミ
ツ
著
、
講
談
社

○
「
い
の
ち
の
賛
歌
」

神
渡
良
平
著
、
致
知
出
版

○
「
日
本
書
紀
入
門
」

竹
田
恒
泰
・
久
野
潤
著
、
ビ
ジ
ネ
ス
社

○
「
平
成
記
」

小
川
榮
太
郞
著
、
青
林
堂
出
版

○
「
「
日
本
国
紀
」
の
天
皇
論
」

百
田
尚
樹
・
有
本
香
著
、
産
経
新
聞
出
版

【
崇
敬
会
会
員
継
続
の
お
願
ひ
】

来
年
度
（
令
和
二
年
度
）
の
会
員
継
続
を

さ
れ
る
方
の
た
め
に
払
込
取
扱
票
を
同
封
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
宜
し
く
お
願

ひ
致
し
ま
す
。

ま
た
、
会
の
増
員
の
た
め
「
崇
敬
会
の
ご

案
内
」
も
同
封
し
ま
し
た
の
で
、
ご
協
力
の

程
お
願
ひ
致
し
ま
す

な
お
、
会
費
の
納
入
に
つ
い
て
は
、
社
務

所
で
も
承
つ
て
を
り
ま
す
。
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【
御
製
碑
の
除
幕
式
】

十
二
月
八
日
（
日
）
、
約
四
十
名
の
参
列
の
も

と
御
製
碑
の
除
幕
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
令
和

元
年
の
例
祭
の
前
に
建
立
で
き
た
こ
と
に
、
崇
敬

会
員
を
は
じ
め
ご
協
力
し
て
下
さ
つ
た
方
々
に
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

前
号(
第
十
号
）
で
建
立
の
趣
旨
を
掲
載
し
ま

し
た
が
、
こ
の
御
製
碑
が
、
参
詣
さ
れ
る
方
々
の

新
た
な
祈
念
の
芽
生
え
と
な
れ
ば
と
思
つ
て
ゐ
ま

す
。除

幕
式
で
は
、
宮
司
が
建
立
の
経
緯
を
述
べ
、

四
名
に
よ
る
除
幕
が
行
は
れ
、
森
橋
崇
敬
会
会
長

よ
り
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
記
念
撮
影
後

に
、
参
集
さ
れ
た
方
々
に
は
お
祝
ひ
の
紅
白
饅
頭

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

津
波
来
し
時
の
岸
辺
は
如
何
な
り
し
と

見
下
ろ
す
海
は
青
く
静
ま
る

石碑の製造･建立は（有）江先石材店様

に、説明板はアド･タオダ合同会社様のご

協力をいただきました。

［
新
し
い
御
札
を
お
祀
り
し
ま
せ
う
］

新
年
を
迎
へ
る
に
あ
た
り
、
神
棚
を
清
め
、

新
た
に
受
け
ら
れ
た
御
札
を
お
祀
り
し
ま

す
。
新
し
い
御
札
に
は
、
こ
の
一
年
を
お
守

り
い
た
だ
く
御
神
霊
の
力
が
宿
さ
れ
て
ゐ
ま

す
。お

伊
勢
さ
ま
の
御
札
（
神
宮
大
麻
）
を
受

け
ら
れ
る
方
は
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

今
ま
で
お
祀
り
し
て
ゐ
た
御
札
は
、
過
ぎ

し
一
年
が
無
事
に
過
ご
せ
た
こ
と
に
感
謝
し

神
社
に
納
め
ま
す
。

社
務
所
に
は
一
月
十

日
ま
で
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
お
焚
き
あ
げ

し
ま
す
。

《
白
蛇
に
つ
い
て
の
創
作
民
話
》
紹
介
（
Ⅰ
）

『
今
津
川
の
白
蛇
』

有
田
美
津
枝

作

い
つ
の
間
に
か
、
う
つ
ら
う
つ
ら
と
眠
っ
た
も
の

で
ご
ざ
い
ま
す
。
月
は
移
っ
て
、
天
井
の
低
い
こ
の

屋
根
裏
の
小
部
屋
を
斜
め
に
照
ら
し
て
お
り
ま
し
た
。

も
う
明
け
方
近
い
光
の
い
ろ
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今

夜
は
満
願
の
七
夜
、
ふ
っ
と
気
が
ゆ
る
ん
だ
も
の
で

ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
。

「
は
て
、
今
見
た
も
の
は
夢
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
」

百
合
は
、
小
さ
く
呟
い
て
思
い
返
す
の
で
ご
ざ
い
ま

い
し
た
。
た
っ
た
今
、
青
い
衣
を
長
く
曳
い
た
美
し

い
女
の
人
の
姿
が
、
こ
こ
に
ー
。
白
い
手
を
差
し
の

べ
て
、
「
満
月
を
待
て
、
わ
た
し
の
使
い
姫
の
姿
を

貸
そ
う
ぞ
」
と
、
た
し
か
に
そ
う
申
さ
れ
た
。
し
て

み
る
と
、
あ
れ
は
や
っ
ぱ
り
弁
財
天
さ
ま
、
そ
れ
に

違
い
な
い
。
「
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
当
に
有
難

う
ご
ざ
い
ま
す
」

百
合
は
、
亡
き
母
の
形
見
の
弁
財
天
の
護
符
を
押
し

戴
い
て
、
泣
き
伏
す
の
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

百
合
の
生
家
「
中
屋
」
は
、
こ
こ
今
津
一
帯
に
広

く
地
所
を
持
つ
、
土
地
の
い
わ
ゆ
る
分
限
者
と
呼
ば

れ
る
財
産
家
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
当
主
の
泰
兵
衛
は
、

三
年
前
妻
に
病
死
さ
れ
、
今
は
一
人
娘
百
合
、
手
伝

い
の
男
、
下
女
の
四
人
暮
ら
し
、
特
に
心
に
か
か
る

事
も
な
い
、
安
定
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
い
た
の
で

ご
ざ
い
ま
す
。
今
「
過
ご
し
て
い
た
」
と
過
去
形
で

申
し
ま
し
た
が
、
さ
よ
う
、
そ
れ
は
半
年
前
ま
で
の

こ
と
、
今
で
は
が
ら
っ
と
家
の
中
の
様
子
が
変
わ
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

半
年
前
、
手
伝
い
の
伊
助
が
、
は
や
り
風
邪
で
寝

つ
い
た
事
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
下
女
だ
け
で
は
ど
う

に
も
な
ら
ぬ
荒
仕
事
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
今
ま
で

ち
ょ
い
ち
ょ
い
雇
っ
て
い
た
、
川
向
か
い
の
彌
三
郎

を
、
一
週
間
ほ
ど
雇
う
た
の
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
彌

三
郎
は
、
今
津
川
の
対
岸
に
住
む
日
雇
者
八
造
の
嬶

さ
の
連
れ
子
で
、
眉
の
濃
い
、
ち
ょ
っ
と
苦
み
走
っ

た
好
い
男
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
の
上
こ
の
男
、
中

々
仕
事
熱
心
で
よ
く
働
く
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。〈

続
く
〉

この民話は、昭和 53 年岩国文学協会

「火山群・第 20 号」に掲載されたも

のです。〈白蛇保存会創立五十周年記

念誌「白蛇をまもって」からの転載〉


